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景
気
政
策
目
問
題
去
の
閥
聯
よ
り
且
売
る
シ
昌
ピ
イ
ト
ホ
ア
の
景
気
圏
諭

第
五
十
二
巻

第
三
競

四
丹、

景
気
政
策
の
問
題
三
の
関
聯
よ
り
見
下
る

ユ
ピ
イ
ト
ホ
フ
の
景
気
理
論

v 

青

秀

夫

山

庇
謹
白
遇
h

引
、
シ
ユ
ピ
イ
ト
申
フ
白
景
気
理
論
は
、
?
ガ

Y

D
流
れ
を
汲
ん
で
、
所
謂
貯
蓄
準
設
臼
立
揚
に
立
つ
も
の
で
あ
る
。

即
ち
沈
滞
期
間
中
景
気
高
揚
の
た
め
に
必
要
な
る
諸
力
が
蓄
積
さ
れ
、
そ
れ
が
此
の
不
況
に
後
続
す
る
景
気
L
し
井
の
護
展
に
寄
興
し

た
て
の
力
白
枯
渇
と
と
も
に
不
況
が
始
ま
る
、
と
見
る
。

(
請
は
ぽ
ヨ
同
L
岡
町
田

d
E
ロ
ロ
o官
官
邸
F
O
E
4
0司
丘
町
色
"
〉
且
3
0
M
M
司
回
口

mJ官
mw『
内
同
何
百
『
話

R

白

立
場
)
。
此
の
見
解
白
後
半
、
卸
ち
好
況
の
崩
壊
は

や
る
と
と
ろ
が
あ
っ
た
。
E
L
に
吾
々
は
此
の
主
張
の
前
半
、
即
ち
叩
円
o
n
r
g向井】
ip
「宮

ロo-v日
現
回
O
ロ
司
司
自
百

り
枯
渇
よ
り
始
ま
る
と
見
る
見
解
に
閲
し
て
は
、
玩
に
論

の
務
展
が
好
況
を
準
備
す
る
と
見
る
見
解

を
問
題
と
す
る
。

此
の
一
立
場
に
従
へ
ば
、
沈
滞
は
、

一
面
に
於
て
好
況
期
心
行
き
過
ぎ
に
謝
す
る
止
む
を
得
ざ
る
反
動
の
期
間
で
あ
り
、
他
面
に
於

で
、
岡
氏
経
済
白
自
己
恢
復
が
仔
は
れ
、
来
る
ぺ
き
好
況
が
準
備
さ
れ
る
期
間
で
あ
る
と
宥
倣
さ
れ
る
。
従
っ
て
不
況
が
経
済
稜
展

忙
封
し
て
有
す
る
意
義
は
、
此
白
意
味
に
於
て
、
車
に
消
極
的
に
止
ま
ら
や
、
間
援
に
で
は
あ
る
が
積
極
的
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
。

邸
ち
、
そ
E
で
愛
展
が
休
止
し
て
ゐ
る
限
り
沈
滞
は
消
極
的
た
る
も
白
で
は
あ
る
が
、
来
る
べ
き
殻
展
を
準
備
す
る
限
り
に
於
て
そ

本稿は本誌所掲 ι販路脅D 過剰控養育暗への発展'(第五十巻管一圧披)、L シユピイ
トホフの景無理論可(第五十一審第五強)、 L費本不足と過相生産， (第王十巻
第六競)、 Lνユピイトホアの景無理論の批判'(第五寸ニ巻第一競)に接績ずる
も白である。.) 上掲捌稿 ιシユピイトホフ自賛集理論の批卵l'。



れ
ほ
債
極
的
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
不
況
に
封
ず
る
親
方
が
か
く
の
如
〈
で
あ
る
以
上
、
不
況
に
封
ず
る
種
々
の
経
済
政
策
的
虚
置

ω

も
う
意
義
が
斡
脱
さ
れ
る
に
到
る
の
は
営
然
で
あ
る
。
現
に
シ
ユ
ピ
イ
ト
ホ
フ
に
於
て
も
不
況
針
策
の
問
題
は
、
無
視
さ
れ
て
ゐ
な

い
に
し
て
も
、
決
し
亡
霊
叫
附
さ
れ
て
は
ゐ
な
い
。
似
の
景
気
理
論
が
貯
蓄
移
設
白
立
場
に
立
つ
限
り
、
そ
れ
は
不
況
針
策
。
も
つ
意

義
並
び
に
そ
の
必
要
を
明
か
忙
し
得
泣
い
の
で
あ
る
。

か
く
の
加
〈
、

シ
ユ
ピ
イ
ト
ホ
フ
の
景
気
理
論
が
、
不
況
を
翻
る
に
荊
は
ぽ
諦
翻
的
甘
受
的
色
調
を
以
て
臨
み
、
こ
れ
に
臆
す
る

k
u攻
作
主
義
的
政
策
を
以
て
せ
ん
と
す
る
立
場
を
代
表
す
る
に
針
L
て、

一
般
に
飢
橋
串
波
(
ピ
グ
ゥ
、
ロ
バ
ア
ト
ソ
ン
、
ケ
イ
シ
ー
な
E
)

の
景
気
瑚
論
は
、
ひ
と
し
く
過
剰
投
資
設
の
立
揚
に
立
ち
つ
弘
、
不
況
に
到
し
て
積
極
的
意
義
を
認
め
宇
、
干
渉
宅
義
的
政
策

E
E

似
せ
ん
と
す
る
立
場
主
代
表
す
る
も
の
と
一
立
ふ
己
と
が
同
来
る
。
(
細
目
白
貼
は
敢
て
普
く
と
れ
を
無
脱
す
る
。
)
此
白
後
の
立
場
に

於
て
は
、

r
小
況
期
間
中
の
「
投
資
を
超
ゆ
る
貯
蓄
L

即
ち
]
目
2
2凶

』

m

官
届
品
川
は
そ
の
本
質
に
於
て
骨
目
質
的
資
本
形
成
に
封
し
て
は
杢

〈

与
O
吾
耳
(
不
蛙
的
)
で
あ
り
、
此
の
意
味
に
於
て
「
貯
蓄
は
貯
蓄
さ
れ
や
」

2
E国
m
z
F
o
。
吉
田
r
E
m
Z
5
2
5
z
r
z
s
a
)

と
主
張
さ
れ
、
此
の
理
論
的
認
識
の
闘
結
と
し
て
手
況
に
封
ず
る
公
開
市
場
政
策
会
共
事
業
共
他
の
経
済
政
策
的
鹿
置
が
要
求
さ
れ

る
の
で
あ
る
同
以
下
に
於
て
五
日
々
は
光
づ
‘
此
の
「
貯
蓄
は
貯
蓄
さ
れ
宇
」
左
い
ふ
命
題

ω
内
容
を
明
か
に
し
、
，
突
に
ヲ
て
れ
と
の
封

立
に
於
て
ツ
ム
ガ
ン
及
び
シ
ユ
ピ
イ
ト
ホ
フ
の
貯
蓄
皐
設
の
立
場
を
論
評
し
よ
う
。

此
の

一
見
逆
説
的
た
る
命
題
白
蝶
論
的
内
容
は
要
す
る
に
か
う
で
あ
る
。

-

i
成
程
不
況
中
貯
蓄
が
行
は
れ
、
貨
幣
資
本
が
蓄

誌
さ
れ
る
。
然
し
乍
ら
、
此
の
貨
幣
資
本
の
蓄
積
と
表
裏
し
つ
弘
、
同
倒
値
だ
け
の
賓
物
資
本
が
形
成
さ
れ
蓄
積
さ
れ
て
行
く
と
考

へ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
謬
り
で
あ
る
。
私
経
済
的
に
見
た
揚
合
、
貨
幣
資
本
が
例
へ
ば
有
情
説
築
、
定
期
預
会
等
々
の
形
態
に
於
て

景
気
政
策
の
問
題
之
の
闘
執
よ
m
見
た
る
b

ユ
ピ
イ
ト
ホ
フ
の
景
気
理
論

第
五
寸
二
巻

第
三
披
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景
気
政
策
。
問
題
と
白
閥
聯
よ

E
且
た
る
シ
ユ
ピ
イ
ト
ホ
フ
由
景
気
理
論

第
五
十
二
審

五
U 

第

腕

三
三
四

貯
蓄
者
に
蒐
集
さ
れ
、
貯
蓄
4
0
が
そ
れ
だ
け
宮
む
に
到
る
己
と
は
明
か
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
そ
れ
に
よ
っ
て
枇
舎
の
富
が
ど
れ
だ
け

増
加
す
る
か
は
、
別

ι枇
舎
経
術
的
視
貼
か
ら
む
吟
味
を
要
す
る
問
題
で
あ
り
.
そ
の
解
決
の
潟
に
は
、
先
づ
此
の
過
剰
貯
蓄
が
債
格

献
況
に
如
何
な
る
影
響
を
及
す
か
を
考
へ
ね
ば
た
ら
ね
。
と
こ
ろ
で
先
づ
過
刺
貯
蓄
が
消
費
財
債
格
を
下
落
せ
し
め
る
己
と
は
明
か

で
あ
る
。
(
き
う
し
て
、
貯
蓄
が
投
資
に
劃
し
て
過
剰
で
あ
る
限
切
、
此
の
消
費
財
個
持
水
準
の
下
落
を
相
殺
す
否
如
き
投
禿
肘
債
持
水
準
の
騰
貴
は
お
と

り
得
な
ひ
と
こ
る
で
此
の
消
建
財
債
格
白
下
落
よ
り
し
て
如
何
友
る
結
果
が
生
ゃ
る
か
n

第
一
に
、
か
、
る
消
費
財
債
格
の
下
落
は

何
よ
り
も
消
費
者
の
寛
賞
所
得
の
増
大
を
意
味
す
る
。
消
費
者
は
、
消
費
財
に
射
し
て
従
前
週
り
白
貨
幣
支
出
を
行
ひ
っ
と
そ
れ

に
針
し
て
よ
り
多
〈
の
消
費
財
が
支
給
さ
れ
る
の
を
見
る

T
あ
ら
う
。

消
費
者
は
持
す
る
と
と
た
〈
し
て
、

そ
白
貫
質
消
費
を
哨

た
す
る
。
而
し
て
そ
白
増
加
し
た
る
消
費
は
、

貯
蓄
者
が
貯
蓄
に
よ
っ
て
差
控
え
た
と
こ
ろ
の
消
費
に
他
た
ら
宇
、

か
〈
て
貯
蓄

に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
警
で
あ
っ
た
貫
物
資
本
は
、

物
債
下
落
を
遇
ビ
て
、
消
費
者
に
よ
っ
て
消
耗
さ
れ
て
し
ま
ひ
、
間
隔
早
他
日

の
用
に
は
供
し
難
い
己
主
主
な
る
。
カ
ツ
セ
パ
が
「
園
民
粧
済
的
に
見
れ
ば
、
資
本
を
強
備
的
準
備
的
に
調
達
し
て
置
〈
と
い
ふ
己

今
日
使
は
れ
る
資
本
は
今
日
の
枇
曾
の
所
得
か
ら
取

と

(gEO
当
局

E
片
宮
岡
戸
空

Z
】『
ωnvmwad口開

HHHH45EE)

は
不
可
能
で
あ
る
。

出
さ
れ
る
他
は
友
い

2
日

間

4
M
E
-
-
E
U
F
2芯
唱
Z
E
O
V再
三
『
子
自
E
m
M
E
B
E
骨
E
V
E占
2

唱
島
F
n
F凶
E
E宮
口

同

E
Eヨ
司
目

。ロ
E
C
E
B
2
5
号
ロ
)
」
と
説
き
、
ケ
イ
ン
ズ
が
「
消
費
白
貯
蓄
者
か
ら
一
般
消
費
者
集
閣
へ
の
移
輔
L
7
5
E
0
3
2
え
S
E
E
E勺
，

Z
ロ
向
E
M
M
M
F
O
戸
2
3
Z
F
O
唱
z
a
-
E
A
Z
。
『
官
邑
ZFOB「
に
つ
い
て
語
る
の
も
此
の
意
味
に
於
て
で
あ
る
。
第
二
に
消
費
財
慣
絡

水
準
の
下
落
は
消
費
財
生
産
者
の
損
失
を
生
宇
る
。
今
、
銀
行
が
と
れ
に
封
し
て
何
ら
以
滑
り
道

E
誹
ぜ
宇
、
又
弊
賃
切
下
げ
そ
の

他
の
困
難
打
開
白
遣
が
存
し
な
い
と
す
れ
ば
、
此
の
結
果
消
費
財
生
産
者
は
そ
の
富
(
例
へ
ぽ
こ
れ
撃
で
所
有
し
て
ゐ
た
有
憤
語
穿
)
世
手

96-97. J. M. Keynes，“入 Treatise on Money". 1930， vol. 1. G. C耐 el.
“Theory of Social Econ問 ny，"1923， p. 628 を見よ。 5) 後を見よ。
G. Cai>sel， Theoret脳che，soualokonomie， 1918， s. 558 
J. M. Keynes， A Treat日 onMoney， 1930， Vol. 1， p. 174 
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離
υ

て
損
失
を
柏
填
せ
ざ
る
や
得
白
で
あ
ら
う
。
此
の
場
合
貯
蓄
は
自
然
か
ミ
る
宮
白
獲
得
に
向
け
ら
れ
る
こ
と
、
在
る
。
か
〈
の

如
く
に
し
て
貯
蓄
が
投
資
を
超
ゆ
る
場
合

(
枯
ら
ず
し
て
貯
蓄
が
投
資
則
的
購
入
に
向
け
ら
れ
れ
ば
、
消
費
財
情
格
白
下
落
に
聴
じ
て
投
費
財
慣

絡
が
騰
貴
す
る
が
、
か
〈
て
は
貯
帯
は
投
賓
と
均
衛
す
る
と
と
と
な
ち
ろ
)

に
於
て
は
、
上
記
の
如
き
貯
蓄
者
に
於
け
る
宮
の
増
加
は
、
消
費

財
生
産
者
自
富
の
減
少
の
犠
牲
に
於
て
行
は
れ
た
の
で
あ
る
。
貯
蓄
者
が
宮
ん
庇
だ
け
企
業
者
が
貧
し
く
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
ケ

イ
ン
ズ
が
過
剰
貯
蓄
の
結
果
の
一
つ
主
[
て
「
官
の
一
般
『
達
者
集
固
か
ら
貯
蓄
者
へ
の
移
特
」

(
1
2
5
P
5
2
0
え
苦
悩
】
F
Z
"
z

s
Z
E
r
o
E
F
O
円
。
ヨ
邑
r
c
身
。
『
℃
E
昔

SU)
を
摩
げ
る
の
は
此
の
意
味
に
於
て
で
あ
る
。

か
く
て
要
す
る
に
、
「
此
の
如
く
か
t
h

る

事
情
に
於
て
は
、
貯
蓄
は
綿
暢
の
宮
を
増
加
す
る
代
り
に
、
二
重
の
移
糊
を
仲
ふ
に
過
ぎ
左
か
っ
た

i

貯
昔
者
よ
り
消
費
者
の
一

般
的
集
閣
へ
の
消
費
の
移
特
ム
一
貯
蓄
者
へ
の
生
産
者
の
一
般
的
集
間
上
り
の
富
の
移
輔
、

H
E
で
あ
る
。
全
牒
の
富
も
杢
髄
白
消
費
も

依
然
と
し
て
経
ち
た
い
。
此
の
如
〈

ロ
バ
ア
ト
ソ
ン
氏
の
言
葉
を
以
て
す
れ
ば
、
此
白
馬
蓄
は
工
品
。

E
〈
命
之
の
も
の
で
あ
っ
た
。

応
蓄
の
榊
加
に
相
首
す
る
如
何
在
る
形
祇
又
は
形
式
に
於
て
も
官
の
増
加
は
存
し
危
い

i
1貯
蓄
は
消
費
す
る
人
々
の
聞
及
び
富
に

封
ず
る
檎
利
を
所
有
す
る
人
々
の
聞
に
於
け
る
襲
化
と
移
輔
と
の
一
外
に
は
、
何
物
に
も
結
果
主
資
ら
さ
泣
か
っ
た
ωL

以
上
の
過
剰
貯
蓄
の
不
妊
性
の
主
張
が
貯
蓄
皐
設
と
疋
耐
よ
り
針
立
す
る
と
と
は
い
ふ
ま
で
も
な
い
。
と
と
ろ
で
貯
蓄
準
設
は
か

く
の
如
く
現
諭
的
に
批
判
さ
れ
る
の
み
で
な
く
、
他
面
に
於
て
ま
光
景
気
循
哉
の
事
責
白
賓
詮
的
観
察
に
闘
し
で
も
反
駁
さ
れ
る
の
一

で
あ
る
。
そ
れ
は
か
ろ
で
あ
る
。
-
|
既
漣
白
如
く
、
尉
苦
闘
申
説
は
資
本
在
荷
(
彼
撃
が
岡
田
一
宮
E
5
5悼
と
可
ぶ
も
の
で
あ
う
て
、
ぞ
れ

は
軍
に
商
品
白
ス
T

ツ
ク
に
限
ら
ず
、
生
産
費
本
一
切
に
及
ぶ
lv

は
景
気
の
波
と
恰
度
逆
に
動
〈
(
週
間
品
E
E
p
t
J
す
る
も
の
と
考
へ
る
。

山
ち
、
此
の
費
本
4
4
荷
が
最
大
限
ま
で
増
加
し
た
と
き
が
不
況
の
底
で
あ
っ
て
、
そ
れ
よ
り
景
気
は
恢
復
を
始
め
る
が
、
そ
れ
ム
」
共

景
無
政
策
自
問
題
と
白
闘
櫛
よ
り
且
た
る
シ
ユ
ピ
イ
ト
ホ
フ
由
景
気
理
論

勢
五
十
二
巷

官事

就

五

五

J. M: KeynesJ ibid， p. 174・
). M. Keynes. A Treatise' on Money， 1930， Vol. [， p. 174 (鬼頭敬授謀、第
二分珊 p.71.)何」一つ由例誼'(ibfd.p. 176.鬼頭設投諜 p.n・)と Lて 結 べ

られたるバナナ栽培地の物語は比四貼を解読するもの主 Lて興味探ぃ。
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景
気
政
策
内
問
題
ー
と
の
閥
櫛
よ
り
且
た
る
シ
ユ
ピ
イ
ト
ホ
フ
の
景
揖
理
論

第
五
十
二
巷

六

f事

掛

ヨt

に
逐
弐
資
本
在
荷
は
減
退
し
、
そ
れ
が
枯
渇
し
最
低
に
達
し
仕
と
き
景
気
は
最
高
頂
に
達
し
、
そ
と
か
ら
崩
れ
始
め
る
、
と
見
る
。

と
呼
ば
れ
る
。
然
し
乍
ら
、
か
‘
J
G
兄
方
は

E
己
主
で
事
貨
に
一

此
の
意
味
に
於
て
用
帯
準
設
は

市
町
内
〕
拘

O
E
P
'
H
p
t
司
。
弓
山
宮
F
o。コ。

致
す
る
る
か
。

I
・
M
・
ケ
イ
ン
ズ
を
中
心
と
す
る
、
最
近
の
一
時
々
支
配
的
在
る
見
解
は
寧
ろ
こ
れ
を
否
定
し
、
商
品
の
ス
T

ツ
ク

(
従
叩
て
所
説
費
本
在
荷
よ
り
柑
範
岡
が
棋
い
こ
と
は
一
組
め
ね
ば
な
ら
均
)
は
い
寧
ろ
景
気
の
波
と
共
に
動
く

F
E
M
E旦
E

J
す
る
と
考
へ
又
問
。

此
の
見
解
は
久
し
き
に
亙
る
賓
詩
的
研
吠
の
結
果
で
あ
る
が
、
此
白
所
謂

E
Eロ
品
同

0
4
0
E
Z
F
S
E
は
突
の
如
く
に
し
て
根
操
づ

け
ら
れ
て
ぬ
る
。
先
づ
殺
気
の
崩
れ
の
直
後
に
於
て
は
、
好
況
出
国
時
四
前
滋
在
る
生
産
活
動
の
結
果
と
し
て
生
直
物
が
市
場
に
雪
崩

れ
出
る
に
反
し
亡
、
他
右
需
要
は
萎
縮
し
て
卒
一
〈
振
は
左
い
か
ら
、
滞
貨
は
著
し
〈
増
大
す
る
ロ
帥
ち
景
気
の
仙
献
の
ピ
ー
ク
と
滞
貨

の
線
の
ピ
ー
ク
と
は
、
若
干
の
や
れ
を
も
ち
た
が
ら
、
略
一
致
す
る
わ
け
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
不
況
が
逝
行
し
始
め
る
と
生
産
が
著

る
し
〈
牧
縮
ず
る
の
に
劃
し
て
消
費
の
減
退
は
比
一
一
稗
著
る
し
ぐ
な
い
か
ら
、
滞
貨
は
漸
弐
減
退
し
、
仏
川
度
景
気
の
波
が
最
下
鮪
に
達

し
た
沈
滞
の
底
で
は
、
滞
貨
も
亦
底
を
衝
く
こ
と
h

な
る
。
と
れ
が
コ

E
E回目問。〈。弓一戸時記
7
0
3
0
t

の
見
方
で
あ
る
が
か
〈
心

如
〈
見
る
場
合
に
於

τ
は
、
ツ
ガ
ン
或
は
シ
ユ
ピ
イ
ト
ホ
フ
山
立
場
は
既
に
事
賞
そ
の
も
の
と
も
一
致
し
た
い
こ
と
h

な
る
。

師
叫
述

K
よ
っ
て
明
か
た
る
通
り
、

シ
ユ
ピ
イ
ト
ホ
フ
忙
於
て
尉
蓄
(
即
ち

E
E
E
m
吉田

F
Z
F
V片
品
皆
同
)

と
投
資
と
は
景
気
循
環

比
封
し
て
決
定
的
意
義
主
有
す
る
過
棋
と
考
へ
ら
れ
る
忙
拘
は
ら
十
、
貯
蓄
と
は
何
ぞ
や
、
投
資
と
は
何
ぞ
や
、
而
し
て
附
者
の
聞

の
闘
聯
は
如
何
友
る
も
の
で
あ
る
か
、
の
問
題
に
つ
い
て
は
そ
の
明
論
は
常
識
的
理
解
を
一
歩
も
山
で
由
有
様
で
あ
っ
た
。
更
に
、

シ
ユ
ピ
イ
ト
ホ
フ
は
正
賞
に
も
企
業
者
活
動
宇
以
て
景
気
循
段
の
根
本
的
動
閃
と
者
倣
し
、
利
潤
を
以
て
此
の
企
業
者
活
動
白
目
棋

此白名稿は v.F. Wagner， "Geschichte-der Kredittheorien. Eine pogemu.-
kritische D町 stelIung“， 1:937， S. 309 による。
周知自負"( 、とれば Londonand Cambrldge Economic Servi聞から“ Me-
morandum on Stocks of Staple Cornmodities" .!: L-て護表ぎれたも自であっ
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と
考
へ
た
が
、
此
の
企
業
者
活
動
を
規
定
す
る
と
乙
む
の
利
潤
の
成
止
機
構
に
闘
し
て
は
品
川
ん
ど
何
ら
の
理
論
的
認
識
を
有

L
在
か

っ
た
。
彼
の
景
気
理
論
の
軍
要
た
る
様
系
的
紋
陥
は
此
等
白
鞘
に
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
が
、
か
か
る
依
陥
か
ら
売
れ
ん
が
潟
に
は
吊

貯
蓄
及
び
投
資
の
概
念
に
謝
し
て
明
瞭
紅
る
規
定
を
興
へ
、
そ
白
問
の
閥
聯
を
明
か
に
す
る
こ
と
が
、
何
よ
り
も
先
づ
必
要
で
あ
る

と
考
へ
ら
れ
る
。

か
〈
見
来
る
岸
一
昔
、
ト
一
越
の
叙
橋
思
疎
に
よ
っ
て
代
表
さ
る
る
如
き
最
近
由
理
論
が
、
此
の
如
き
却
論
f
の
快
陥
を
楠
ふ
も
の
で

あ
る
と
と
は
明
か
で
あ
る
。
貯
蓄
、
投
資
肱
ぴ
に
利
潤
の
如
き
景
気
理
論
の
基
礎
概
念
は
、
此
の
立
場
に
於
て
は
、
先
づ
規
定
さ
れ
、
分

析
さ
る
べ
雪
も
の
と
し
て
現
は
れ
、
さ
う
し
て
此
の
立
場
は
貯
蓄
・
投
資
に
謝
し
て
何
九
か
の
安
営
な
る
規
定
を
輿
へ
、
そ
り
聞
の

闘
聯
に
於
て
利
潤
白
成
立
機
構
を
明
か
に
し
、
こ
れ
を
手
懸
り
と
し
て
景
気
循
環
の
秘
密
を
究
め
ん
と
す
る
。
こ
の
こ
と
は
確
か
に

景
気
山
之
酬
の
一
歩
前
迭
を
意
味
す
る
も
の
と
云
は
ね
ば
友
ら
ぬ
。

さ
て
然
ら
ば
、
こ
の
こ
と
は
内
容
的
に
は
ど
う
見
ら
る
ペ
昔
で
あ
ら
う
か
。
勿
論
、
周
知
の
如
く
、
貯
蓄
投
資
の
概
念
規
定
に
つ

い
て
は
著
名
な
る
論
争
が
あ
り
、
叙
情
墜
派
内
部
で
も
統
的
見
解
が
あ
る
わ
け
で
は
友
い
が
.
然
し
「
貯
蓄
は
貯
蓄
さ
れ
中
」
主

民
註
一
〉

の
士
-
張
ー
に
闘
す
る
限
り
、
意
見
の
分
裂
は
た
い
。
こ
こ
に
問
題
た
の
は
此
の
主
張
と

ω釣
比
に
於
け
る
貯
蓄
皐
設
の
是
非
で
あ
る
。

此
の
拡
に
闘
し
て
先
づ
明
か
友
の
は
、
寸
貯
蓄
は
貯
蓄
さ
れ
や
L

と
い
ふ
主
張
が
一
聞
の
民
理
た
る
と
と
で
あ
る
。
過
剰
貯
蓄
が
物

悦
E
F落
せ
し
め
る
傾
向
を
布
す
る
と
と
、
更
に
此
の
結
果
寄
託
消
費
の
増
大
を
生
じ
質
物
資
本
の
形
成
を
阻
害
す
る
結
果
を
生
や

る
と
と
、
と
の
こ
と
は
一
膝
否
定
し
得
た
い
。

こ
の
と
と
と
関
聯
し
て
吾
そ
が
注
意
し
た
け
れ
ば
在
ら
自
の
は
、
山
ソ
ガ
ン
の
表
式
を
用
ひ
て
た
さ
れ
た
る
シ
ユ
ピ
イ
ト
ホ
フ
の
一
推

景
員
政
策
的
問
題
と
白
闘
聯
よ
p
見
た
る
シ
ユ
ピ
イ
ト
ホ
7

D
景
気
理
論

第
五
十
二
巻

-{:; 

持

蝉

五

て、現代景気理論。一枚獲に扇子るが、いま吾々はそ白要的を Keynes，“A
Treatise on Money九Vot.2田 Chap.29.(邦需第四分加〉に見ることが間車る n

f，j.仰]へtfRobertson，“Banking Policy and the Price Level "， 1932， pp.82二
83にも同様の考へが見られる。



備
五
十
一
一
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博一一一概

景
揖
政
策
白
問
題
と
の
閥
聯
土
η
見
た
る
シ
ユ
ぜ
イ
ト
ホ
フ
円
景
気
理
論

論
で
あ
り
甲
乙
れ
に
関
し
て
私
は
今
弐
心
二
黙
を
主
且
し
た
い
。
第
一
o

成
程
生
産
的
投
資
だ
叫
り
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
況
の
表
式
で

五
回

F又

は
-
沈
滞
期
間
中
は
過
剰
貯
蓄
が
起
り
、
M

貯
況
期
間
中
は
過
剰
投
資
が
行
は
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
ゐ
る
。
然
し
乍
ら
一
般
に
貯
蓄
と

投
資
と
が
封
比
さ
れ
る
場
合
「
投
資
」
と
云
は
れ
る
も
の
は
、
草
に
生
産
的
投
資
自
み
に
限
ら
る
べ
き
で
は
左
く
、
商
人
の
千
に
よ

る
貯
裁
的
投
資
を
も
合
ま
ね
ば
た
ら
ね
。
卸
ち
、
商
人
の
商
品
ス
ト
ッ
ク
が
増
加
し
た
こ
と
は
、
モ
白
倒
値
額
だ
け
投
資
が
行
は
れ

た
こ
と
を
意
味
し
た
け
れ
ば
た
ら
由
。
五
口
と
が
沈
滞
期
間
中
の
過
剰
貯
蓄
に
つ
い
て
一
諮
る
の
は
、
此
の
意
味
に
於
け
る
「
投
資
」
を

貯
蓄
に
針
比
し
た
場
合
友
の
で
あ
る
。
と
と
る
で
か
く
の
如
〈
「
投
資
」
を
母
へ
る
場
合
に
於
て
は
、
此
の
表
式
は
年
hc
歳
と
投
資

が
貯
蓄
に
等
し
い
と
と
を
前
提
し
て
ゐ
る
白
で
あ
る
。
此
の
表
式
は
、
長
気
循
礎
白
現
貫
主
概
念
的
に
再
生
産
せ
ん
と
し
つ
つ
、
此

の
新
に
於
て
本
質
的
な
貼
hz
見
落
し
で
ゐ
る
と
云
は
ね
ば
怠
ら
血
。
第
二
。
既
述
白
湿
り
、

マ
ル
ク
ス
の
一
表
式
砂
一
使
用
し
た
が
ら
、

販
路
法
則
従
っ
て
不
比
例
設
を
論
詮
せ
ん
と
す
る
場
合
、
貯
蓄
正
投
資
と
の
均
衡
は
必
要
不
可
快
左
前
提
と
た
る
。
奮
し
、
此
の
前

一
般
的
過
剰
生
産
は
、
生
産
部
門
聞
の
比
例
性
は
維
持
さ
れ
て
ゐ
て
も
、
起
り
得
る
か
ら
で
あ

徒
に
し
て
維
持
さ
れ
泣
い
在
ら
ば
、

る
u

勿
論
評
況
期
間
中
は
温
剰
投
資
が
一
般
で
あ
り
、
此
白
限
り
に
於
て
貯
蓄
投
資
白
不
均
衡
は
生
じ
て
も
そ
れ
よ
り
一
般
的
過
剰

生
産
が
生
や
る
己
と
は
あ
り
得
社
い
。
然
L
一
旦
不
況
が
始
ま
っ
た
後
は
己
れ
と
異
る
。
己
己
で
は
・
慌
に
生
産
白
比
例
性
は
維
持

さ
れ
て
も
、
向
貯
蓄
と
投
資
と
の
不
比
例
(
過
剰
貯
蓄
)
よ
り
生
中
る
と
と
る
の
一
般
的
過
剰
生
産
が
起
る
。
沓
と
は
先
に
、
ッ
ガ
ン

及
び
シ
ユ
ピ
イ
ト
ホ
フ
心
不
比
例
設
は
、
生
産
白
絶
叫
制
的
規
模
の
横
長
の
不
充
分
か
ら
来
る
一
般
的
過
剰
生
産
を
見
落
し
て
ゐ
る
こ

と
を
指
摘
し
た
が
、
此
の
型
論
的
批
判
に
針
臆
す
る
事
責
は
か
〈
の
如
き
過
剰
貯
蓄
に
存
す
る
り
で
あ
九
υ

か
〈
O
如
く
温
刺
貯
蓄
の
不
妊
性
の
主
張
が
、
シ
エ
ピ
イ
}
ホ
フ
的
な
る
過
剰
投
資
設
を
超
え
る
一
直

E
有
す
る
乙
と
は
確
か
に

;、1yrdaJは Wicksellにワいて此白乙 ξ を注意 Lてゐる。参照 MyrdaJ，"Der 
Gleichgewichtsbegriff als InstrurneIlt der geldtheonitischen Analyse，" in， 
“Beitrage zur GeldtheoTie，" herausgegeben von F. A. Hayek， 1933， S. 4loff. 
同様のこ と が 本 Hayekな rについても云はれるであろう。



否
み
難
い
。
然
L
そ
の
と
と
は
此
の
渦
刑
判
貯
蓄
白
雫
張
を
杢
商
的
に
自
定

L
、
貯
蓄
車
設
を
一
補
す
る
こ
と
を
京
味
す
る
も
の
で
は

在
い
。
過
剰
貯
蓄
が
不
妊
在
の
は
確
か
に
そ
の
一
面
白
性
質
で
あ
る
が
、
此
の
傾
向
に
針
抗
す
る
力
が
存
し
な
い
わ
け
で
は
た
い
。

試
み
に
今
逝
の
場
合
、
帥
ち
過
剰
投
資
、
従
っ
て
イ
ン
フ
レ
イ
シ
ヨ
ン
が
進
行
す
る
場
合
を
考
へ
ょ
う
。
過
剰
貯
蓄
の
場
合
に
於
て

貯
蓄
の
不
妊
牲
が
全
両
的
虻
護
現
す
る
も
の
と
寸
れ
ば
、
此
の
遣
の
揚
合
に
於
亡
は
過
剰
投
資
の
結
果
資
本
消
耗
(
阿
倍
司
HE--m5Z

Z
国
間

)

L

」
い
ふ
如
雪
現
象
は
起
り
得
ざ
る
管
で
あ
る

0

・
「
(
正
円
)
過
剰
臨
蓄
は
貯
蓄
さ
れ
や
」
と
い
ふ
主
張
が
疋
し
い
註
ら
ば
、
(
負
の
)

過
剰
貯
蓄
た
る
過
剰
投
資
も
そ
の
放
県
が
累
積
す
る
こ
と
は
な
い
筈
で
あ
る
。
然
る
に
事
貨
は
ど
う
で
あ
る
わ
。
イ
ン
フ
レ
イ
シ
ヨ

ン
の
進
行
と
共
忙
物
債
が
騰
貴
し
物
資
が
快
乏
す
る
が
、
己
れ
に
対
し
て
現
存
責
物
資
本
か
ら
能
ム
限
り
事
〈
の
生
産
物
を
絞
り
向

さ
ん
1
F

す
る
「
掠
奪
耕
作
」
的
経
替
が
行
は
れ
、
原
債
償
却
が
怠
れ
る
結
果
、
や
が
て
生
産
が
衰
頚
せ
ぎ
る
を
得
ぬ
こ
B

ど
は
、
上
〈

知
ら
れ
た
事
寅
で
あ
る
。
此
の
事
費
は
(
負
目
)
過
剰
貯
蓄
が
貯
蓄
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
せ
む
で
あ
ら
う
か
。

進
ん
で
沈
滞
期
間
中
の
過
剰
貯
蓄
が
如
何
に
貯
蓄
さ
れ
・
如
何
に
し
て
好
況
に
影
響
す
る
か
、
を
考
へ
ょ
う
。
い
ふ
ま
で
も
校
〈
一

般
に
沈
滞
期
間
中
企
業
は
過
剰
設
備
の
欣
況
に
あ
る
。
己
心
乙
と
は
、
理
論
的
に
云
へ
ば
、
企
業
の
生
産
高
が
最
遁
坐
産
高
以
下
に
た

り
、
謂
は
ば
平
均
費
用
曲
線
の
暗
躍
降
分
校

k
を
動
昔
つ
つ
あ
る
と
と
を
意
味
す
あ
o

従
っ
て
‘
貯
蓄
が
多
け
れ
ば
多
い
科
、
生
産
物
需

要
量
が
少
け
れ
ば
φ
左
い
程
、
生
産
費
は
割
高
で
あ
り
、
従
っ
て
好
況
が
始
ま
り
、
需
要
が
増
大
し
た
場
合
に
於
て
、
生
産
費
を
遁

減
せ

L
め
つ
つ
生
産
高
を
増
大
し
得
る
カ
が
大
と
た
る
。
か
〈
で
不
況
期
に
於
け
る
過
剰
貯
蓄
が
大
で
あ
れ
ば
あ
る
程
、
従
っ
て
需

要
の
減
退
が
甚
し
け
れ
ば
甚
し
い
程

一
方
に
於
て
は
好
況
期
に
於
け
る
利
潤
の
増
大
が
急
激
官
、
あ
り
、
従
っ
て
貯
蓄
白
増
大
が
急

激
と
な
る
と
と
も
に
、
他
右
に
於
で
ま
た
、
債
格
騰
貴
な
く
し
て
生
産
物
増
大
を
可
能
な
ら
し
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
貸
物
的
資
本
形

景
頼
政
策
の
問
題
と
の
闘
聯
よ
p
見
た
る
シ
ユ
ピ
イ
ト
ホ
ア
の
景
気
理
論

帝
王
寸
二
巻

第一一一揖

五
まE

= 
九

前掲捌稿 ιシユピイトホフの号無四論τpp.246-247聖照。
前掲拙稿 L販路設の過剰投資設へ目護展寸 p.56以下参照。
宵とこに、一般に創椅畢献が販路法則を承認せざるととを注意されたい。 ヶ
イシズのみならずロパアトソンもさうである。 D.H. Robert邑OJl" A Srudy nf 
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景
気
政
策
白
問
題
去
の
関
職
よ

P
見
た
る
シ
ユ
ピ
イ
ト
ホ
フ
の
畳
無
理
論

努

韓

五
六

第
五
十
二
巻

一三回

O

成
を
よ
り
一
居
促
進
す
る
。
か
か
る
経
路
を
混
じ
て
過
剰
貯
蓄
は
置
物
的
資
本
形
成
に
寄
興
ナ
る
。
勿
論
過
剰
貯
蓄
に
平
行
し
て
、

そ
れ
と
同
時
的
に
、
賓
物
的
資
本
形
成
が
行
は
れ
る
わ
け
で
は
友
い
。
寧
ろ
過
刺
貯
蓄
の
買
物
的
資
本
形
成
比
及
ナ
影
響
は
、
迂
岡

的
で
あ
り
、
異
時
的
で
あ
る
。
然
し
、
過
剰
貯
蓄
が
一
貨
物
的
資
本
形
成
に
劃
し
て
条
〈
不
妊
T
一
友
い
己
と
は
明
か
で
あ
る
。

一
史
に
沈
滞
期
に
於
て
は
、
上
記
白
傾
向
を
促
進
す
る
要
素
が
前
存
在
す
る
己
と
が
注
意
さ
れ
る
。
た
イ
沈
滞
期
に
於
け
る
利
潤
白

一
般
に
生
産
設
備
の
改
訴
を
刺
激
す
る
凶
此
の
と
と
は
費
用
曲
線
自
慢
の
下
方
へ
の
移
動
を

減
少
は
、
倒
格
の
干
落
と
相
倹
っ
て

意
味
す
る
が
、
此
の
費
用
曲
線
の
や
れ
下
り
は
明
か
に
上
記
の
傾
向
を
一
居
促
進
す
る
。
更
忙
亦
、
沈
滞
期
の
特
徴
と
し
て
屡
と
注

意
さ
れ
た
る
と
乙
ら
の
貸
付
利
子
の
下
落
、
及
び
原
料
品
償
格
白
念
敢
な
る
下
落
は
明
か
に
此
の
費
用
曲
線
白
下
へ
の
移
動
を
助
け

る
も
の
で
あ
る
。
第
一
-
。
沈
滞
期
に
於
て
消
費
財
債
格
が
下
落
し
、
消
費
が
増
大
し
、
大
衆
の
生
活
が
と
れ
に
よ
っ
て
漸
攻
上
昇
す

る
と
と
は
、
シ
ユ
ム
ベ
ー
タ
ー
も
注
意
す
る
如
く
、
一
吋
成
り
成
汎
に
認
め
ら
れ
る
現
象
で
あ
る
。

E
れ
は
一
面
に
於
て
、
土
記
の
費

用
曲
線
の
下
方
へ
の
移
動
D
結
果
で
あ
る
が
、
然
し
そ
れ
に
も
拘
は
ら
子
、
此
の
消
費
財
の
需
要
増
加
は
、
「
貯
蓄
は
貯
蓄
さ
れ
や
」

と
の
議
論
が
前
提
し
て
ゐ
る
や
う
に
、
消
費
財
債
格

U
F落
に
比
例
し
て
行
は
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
寧
ろ
、
沈
滞
期
に
於
け
る
需

裂
は
著
し
く
非
弾
力
的
な
の
が
一
般
で
あ
り
、
従
っ
て
債
格

F
落
を
哨
ふ
だ
け
の
需
要
情
加
を
生
じ
得
注
い
と
考
へ
ら
れ
る
。
か
〈
の

如
く
に
し
て
‘
沈
滞
期
に
於
て
需
要
が
非
弾
力
的
で
あ
る
己
と
は
二
方
に
於
て
需
要
増
加
を
し
て
資
本
形
成
を
阻
害
し
て
過
刑
判
貯
蓄

を
不
妊
な
ら
し
め
る
に
不
充
分
た
ら
し
め
、
ま
た
他
方
に
於
て
過
剰
貯
蓄
を
し
て

k
記
D
如
き
迂
問
的
資
本
形
成
放
県
を
設
揮
し
得

さ
し
め
る
の
で
あ
る
。
第
一
二
。
宵
が
企
業
者
よ
り
貯
昔
者
に
移
略
さ
れ
る
こ
と
が
、
遇
制
貯
蓄
の
一
面
を
な
す
と
と
は
、
ケ
イ
ン
ズ

の
指
摘
し
た
遇
り
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
か
〈
心
如
く
に
し
て
損
失
を
蒙
る
企
業
者
は
県
し
で
如
何
な
る
種
知
の
企
業
者
で
あ
ら
う

Industrial FJucttmtions， p. J98. 
此四“ PlantCapacity"白理論的定義に於て吾々は J.M. Clarkに従づてゐ
る。 cf“ R~nllnmi円。f Overhecl.d Cn只t，ヘ p.9C1 et seq. 
と白己正は Spietho匹目指摘Lたところである。..Jm Aufschwung das Zucker 
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か
o

多
く
む
場
合
に
於
て
、
(
凡
て
の
場
合
に
於
て
で
は
な
い
に
L
て
も
て

そ
れ
は
慨
し
て
劣
弱
た
る
企
業
者
で
あ
る
。

而
し
で
か
く
の

如
く
に
し
て
一
日
一
生
産
よ
り
引
「
一
げ
ら
れ
尉
蓄
者
に
保
持
さ
れ
た
官
は
、
そ
れ
が
再
投
資
さ
れ
る
場
合
に
は
、
優
秀
在
る
企
業
に
向

け
ら
れ
る
と
と
が
多
い
。
此
の
怠
味

ι於
て
過
剰
貯
蓄
は
劣
弱
企
業
主
淘
汰
し
、
優
秀
企
業
の
出
現
を
助
け
、
此
の
結
果
と
し
て
枇

舎
の
質
物
的
資
本
形
成
主
促
進
す
る
款
問
飛
を
一
一
闘
に
於
て
何
っ
と
云
へ
ょ
う
。

貯
蓄
率
設
が
、
ヴ
ア
グ
ナ
ア
白
所
詞

=
唱
。
両
命
門

MECFF円。

4
2
E
Z
F
o
c
-
-。
ミ

心
ぃ
止
場
に
立
ち
、
此
白
黙
に
於
て
も

=
E
E
C
Z向
。

〈

C
S
E
F
Sコ
め
な
の
立
場
か
ら
の
批
難
を
蒙
っ
て
ゐ
る
こ
と
は
、
既
遁
の
通
り
で
あ
る
。
然

L
現
主
此
の

コロ
H
Z戸
円

E
E日
明
。

4
2
E
Z

早
5
0
5
E

は
殆
ん
と
支
配
的
で
あ
る
と
は
一
戸
ふ
も
の
h
.
向
有
力
友
反
劃
論
が
作
す
る
こ
と
は
注
意
さ
れ
ね
ば
な
ら
む
。
そ
れ
は
ア
メ

リ
カ
の
滞
貨
に
闘
す
る
プ
ロ
ド
ゲ
ツ
ト
心
研
究
で
あ
ム
o

こ
れ
に
従
へ
ば
、
か
く
の
如
き
遇
設
は
商
屈
の
在
庫
口
聞
に
於
て
の
み
見
ら

れ
る
傾
向
を
一
般
化
し
過
ぎ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
生
産
者
の
手
中
に
あ
る
原
料
品
・
半
製
品
・
完
製
品
白
滞
貨
に
闘
し
で
は
此
D
支

配
的
見
解
は
安
散
し
友
い
。
原
料
品
・
半
製
品
白
滞
貨
は
品
川
ん
ど
凡
て
景
気
の
波
と
逆
に
動
く
a

完
製
品
の
滞
貨
(
生
産
者
四
手
中
に

も
り
る
も
の
)
は
、
商
品
白
性
質
に
よ
り
、
逆
に
動
く
も
の
も
共
に
動
く
も
の
も
あ
り
、
二
者
相
半
ば
す
る
。
か
〈
て
ケ
イ
ン
ズ
在
中
心

と
す
る
滞
貨
の
研
究
主
以
て
直
ち
に
ツ
ガ
ン
及
ひ
シ
子
ピ
イ
}
ホ
フ
の
立
揚
を
一
蹴
し
去
り
得
ね
己
と
は
明
か
で
あ
る
。

か
く
て
寅
物
的
資
本
形
成
に
謝
し
て
過
剰
貯
蓄
は

一
面
に
於
て
規
橋
夢
派
が
主
張
す
る
如
く
不
妊
で
あ
る
が
、
他
面
に
於
て
、

起
間
的
に
で
は
あ
る
が
、
兎
に
角
シ
ユ
ピ
イ
ト
古
フ
が
主
張
す
る
如
き
故
田
市
を
有
す
る
。
此
の
一

Z
4

口
々
の
結
論
は
折
衷
的
で
あ
る
が
、

か
-
h

る
折
衷
的
態
度
主
不
可
避
な
ら
し
め
る
も
の
は
、
現
賓
の
複
雑
さ
で
あ
る
。
沈
滞
期
に
於
て
は
、
此
の
二
つ
の
傾
向
が
互
に
詰

抗

L
つ
h

あ
る
の
で
あ
る
。
然
し
、
五
口
々
が
既
に
明
か
陀
し
た
如
〈
、
此
の
二
つ
白
封
立
す
る
傾
向
白
原
図
は
必
す
し
も
同
一
で
は

景
気
肱
鍛
白
問
題
と
の
闘
聯
よ
り
口
且
た
否
レ
ユ
ピ
イ
ト
ホ
ヌ
D
最
革
理
論

第
五
す
二
巻

= 
四

第

暁

五
主J

brot de;， Gewi m】es，in der StockuTlg d阻 Pe託、cheder Not “(Krisen， Hand" 
worterlmch der Staat'swissen討chaften，4. A岨 Bd.，6. S. 84邦 翠 pp・301-303・
“tIlne，') of innovntion are times of eFfurt and s"lcrifice， of work for the futu目，
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景
気
政
策
の
問
題
を
の
開
聯
よ
り

E
た
る

ν

ユ
ピ
イ
ド
ホ
フ
の
且
府
信
組
理
論

骨
五
十
ご
巻

鐸
コ

競

"7i 
i¥ 

四

左
い
。
此
白
二
つ
の
傾
向
は
ひ
と
し
く
過
剰
貯
蓄
よ
り
生
や
る
が
、
モ
白
経
路
は
夫
々
異
つ
で
ゐ
る
。
か
a
A

る
経
路
の
相
還
を
析
出

し
た
鮪
に
於
て

A

告
々
。
批
判
は
車
在
る
折
衷
的
諮
度
以
上
白
も
む
を
有
す
る
と
信
中
る
。

(
註
一
)
曲
目
思
想
は
、
細
橋
串
揖
で
は
、
慨
に
ぜ
グ
ウ
(
公
開

g
g
g
E
C『
当
E
P
S
1
2
z・
3
習
)
よ
り
宰

L
、
ロ
バ
ア
ト
ツ
ン
に
於
て
更

に
殻
展
せ
し
め
ら
れ
た
が
、
更
に
ま
た
ケ
イ
ン
ズ
の
「
貨
幣
論
」
白
骨
領
暗
諦
上
白
貢
献
白
一
つ
は
、
ロ
バ
ア
ト
ソ
シ
に
よ
れ
ば
、
此
の
尉
に
あ
っ
た

と
云
は
れ
て
ゐ
る
。
ロ
パ
ア
ト
ソ
ン
は
論
敵
ケ
イ
ン
ズ
を
か
う
評
す
る
。
「
ケ
イ
ン
ズ
が

R
V
S
E
E肉
之
島
}
不
況
の
決
定
的
な
特
徴
ー
と

1
て
強
調
し
た

こ
ー
と
は
確
か
に
正
し
い
。
私
は
こ
れ
を
信
ピ
て
疑
は
な
い
。
此
の
貼
に
於
て
私
は
彼
の
仕
事
は
極
品
て
意
義
あ
る
も
白
、
と
考
へ
て
よ
い
ム
」
恩
ふ
。
そ
れ

は
十
人
目
中
九
人
ま
司
じ
が
(
多
数
白
銀
行
家
を
合
品
て
て
現
代
鋭
行
組
軸
の
下
に
於
て
、
銀
行
に
置
か
れ
た
預
金
が
利
用
さ
れ
な
〈
な
る
衣
策

2
0
5

E
骨
同
釦

BO骨
三
宮
ロ

E
品

23-op
骨
哩

E
V
王
百
五
回

p
a
三口

-
J
7
1
~
E
r
m
E口
内
邑

z
r
o
f
g
Z
J
を
倫
理
解
し
得
干
に
ゐ
る
か
?
り
で
あ

る
0
2
う
し
て
ま
た
ケ
イ
ン
ズ
と
挫
品
て
近
い
立
場
に
あ
る
、
ツ
ガ
ン
及
び
シ
ユ
ピ
イ
ト
ホ
ア
の
如
き
理
論
家
す
ら
も
が
、
貯
蓄
は
貯
蓄
さ
れ
ぬ
も
の

で
あ

5
3
p
d
E四
百
同
意
。

S
F
E問
主
r
n
v
E
E己
Z
E
E
-
)
ム
」
い
ふ
恭
本
的
逝
読
を
理
解

L
得

f
に
ゐ
る
や
う
に
思
は
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
」

(
巴
回
目
問
。

z
z
s
B
¥・冨
F

同

4
Eに
H
F
2
4
己
冨
自

-
4
J
開

2
5
E
H
O
Yロ
Eぉ
r
F
Z・
3凶

H・同
Y
A
P
S
-
t
p
)

(
註
一
二
本
文
所
掲
の
私
見
と
過
少
消
費
設
と
町
関
係
に
つ
い
て
蒐
一
世
り
去
四
二
駄
を
注
意
し
て
置
き
た
い
。
第
一
。
景
無
上
昇
期
聞
に
於
て
は
一

般
に
投
資
は
貯
蓄
を
超
え
る
。
従
ワ
て
そ
と
で
は
、
生
産
円
相
針
的
規
模
の
横
強
め
不
充
分
に
由
車
ず
る
一
柑
的
過
剰
生
産
な
る
も
白
は
あ
り
得
な

い
。
師
一
e
h
J

好
況
に
於
で
は
過
剰
投
資
が
一
般
的
で
あ
る
ー
と
い
ふ
担
験
的
事
費
あ
る
が
故
に
、
ツ
ガ
ン
及
び
シ
ユ
ピ
イ
ト
ホ
7

白
弔
比
例
説
的
構
想
は
安

常
性
を
有
し
得
る
。
従
っ
て
彼
等
の
過
少
消
費
詑
批
判
は
貴
分
正

L
い
。
被
革
は
た
だ
此
の
組
験
的
事
賀
町
援
用
白
必
要
を
充
分
に
意
識

L
な
か
っ
た

だ
け
で
さ
の
る
。

第
二
。
既
識
の
如
〈
、
沈
滞
期
に
は
、
生
産
の
絹
劃
的
規
模
の
縮
小
に
由
来
す
る
と
と
る
の
一
般
的
過
剰
生
置
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
資
本
財
生
産

が
消
費
財
生
産
と
と
誌
に
萎
縮
す
る
と
主
を
意
味
す
る
。
不
比
例
話
回
立
場

(
9
f
と
も
白
熱
粗
済
に
闘
す
る
限
切
)
に
従
へ
ば
、
一
方
白
生
産
の
縮
小

に
は
他
方
自
生
産
の
繍
大
が
磨
子
る
筈
で
あ
る
。
従
う
て
仙
の
限
り
に
於
て
一
小
比
例
読
の
立
場
は
困
難
を
合
む
。
更
に
車
、
資
本
財
生
産
部
門
が
消
費

財
生
産
部
門
と
共
に
華
類
す
る
と
と
は
、
資
本
財
生
庄
の
衰
額
を
消
費
財
購
買
力
の
減
退
の
結
呆
と
し
て
解
標
す
る
と
と
を
可
能
な
ら
L
品
る
か
ら
、

此
の
事
貨
は
過
φ
消
費
誼
白
立
場
に
有
利
に
見
え
る
。
然
L
、
過
少
消
費
話
白
考
へ
方
は
、
此
白
事
責
に
つ
い
て
も
、
依
掠
と
し
て
皮
相
的
で
あ
る
。

判
過
少
消
費
読
は
、
資
本
尉
生
産
に
於
け
る
隆
替
は
結
局
消
費
財
購
買
力
白
噌
減
に
土
ワ
て
快
定
せ
ら
れ
る
と
見
答
立
場
で
あ
る
。
卸
ち
消
費
財
購

叩 mtom.'l_"(Schuml氾 ter，“Bu剖 nessCycles" P-43-). f..Jと白ことについても

同番崎豊富な資料を提供Lてゐi5，
-!"i-Blodget~，“ CyCIiùl F)uch.iations in Comodity Stocks，" 1935. 1訂 v. F 
Wagner，“ Die zyklische Bewegung der Vorrate llnd dle monelare Wech 
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買
力
の
担
割
の
費
本
財
生
産
へ
白
一
方
的
悶
果
聞
係
の
み
に
着
目
す
る
立
場
で
あ
る
。
持
L
一
概
的
に
云
っ
て
費
本
舟
生
岸
は
消
費
財
生
産
(
従
ワ
て

消
費
財
需
要
)
と
潤
立
に
運
動
L
、
従
っ
て
、
消
費
財
購
買
力
が
秀
本
財
生
車
院
に
影
響
し
得
る
と
同
様
に
、
安
本
則
虫
産
も
赤
消
費
財
需
要
に
影
響
し

得
る
ロ
過
密
消
費
設
は
此
の
貼
を
無
制
L
て
ゐ
る
。
ク
イ
シ
ズ
が
過
少
消
費
設
を
批
判
L
て
、
過
地
ノ
泊
費
設
は
軍
な
る
貯
蓄
の
過
剰
の
み
し
か
考
へ
な

い
が
、
問
題
な
白
は
寧
ろ
貯
蓄
白
投
費
に
劃
す
る
過
剰
で
あ
る
、
と
一
耳
ワ
て
ゐ
る
の
も
同
様
白
意
味
で
あ
る
。
同
特
に
今
問
題
h
な
っ
て
ゐ
る
枕
帯

に
つ
い
て
茸
へ
ば
、
生
産
自
萎
縮
の
根
本
を
な
す
も
の
が
、
資
本
財
生
産
の
萎
縮
で
あ
る
こ
と
を
事
貨
は
示
し
て
ゐ
る
。
消
費
財
眺
買
カ
の
減
退
は
安

本
財
産
業
の
萎
縮
の
結
果
で
あ
っ
て
も
そ
白
原
因
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
(
何
比
内
勤
に
つ
い
て
は

-
F
E自
己
口
。
5
0
E
F
W
ヨ
ロ
再
開
S
P
E
S
-
-
m
V耳

目
再
開
星
野
骨
門
司
E
E
d
B
Hず
E
官
官
K
Z
E
3
4
0ロ
同
〉
問
。
F
5
3
何
回
回
、
。
骨
日
♂
耳

J

『

F
E
O『
白
色
垣
内
誌
の
F
E噌
切
司
祖
国

g-H仰向。

E
司

岡
山
司

F
z
o
v
g
m
骨
吋
司
王
慢
の
r
t
z
E
7
0
2
耳
R
F
O
H
E
R
S
-
z。
『
向
闘
を
見
よ
。
)

シ
ユ
ピ
イ
ト
ホ
フ
白
資
本
!
貨
幣
市
場
心
理
論
的
分
析
が
先
駆
者
的
貢
献
で
あ
る
こ
と
、

更
に
内
容
的
に
は
、

彼
に
於
て
貨
幣

市
場
と
資
本
市
場
と
の
本
質
的
支
異
が
、
銀
行
は
前
者
に
封
し
て
は
信
用
創
浩
に
よ
っ
て
貨
幣
の
供
給
を
注
し
得
る
け
れ
ど
も
、
後

者
に
針
し
で
は
乙
れ
を
た
し
得
血
と
い
ふ
貼
に
あ
る
己
と
は
既
遁
の
通
り
で
あ
る
日
と
こ
ろ
で
シ
ユ
ピ
イ
ト
ホ
フ
に
於
て
は
此
の
理

論
的
命
題
は
、
他
函
に
於
て
、
貨
幣
的
景
気
政
策
の
不
可
能
の
主
張
白
論
擦
と
も
在
っ
て
ゐ
る
。
以
下
に
於
て
先
づ
此
白
理
論
的
命

題
自
躍
を
批
判
し
、
，
突
に
貨
幣
的
呆
気
政
策
に
閲
す
る
彼
の
見
解
を
綾
ペ
て
批
判
し
よ
ろ
。

先
づ
信
用
創
法
は
貨
幣
市
揚
へ
の
資
金
白
供
給
に
到
し
て
は
有
放
で
あ
る
け
れ

E
も
、
資
本
市
場
に
於
け
る
そ
れ
に
勤
し
で
は
有

殻
で
友
い
、
と
い
ム
シ
ユ
ピ
イ
ト
ホ
y

の
見
解
に
封
し
て
私
見
を
絞
べ
た
い
。
と
の
と
と
か
ら
、
銀
行
は
資
本
市
場
へ
白
資
金
の
供

給
に
封
し
て
は
殆
ん
と
波
交
渉
で
あ
り
、
そ
れ
は
公
衆
の
自
裂
的
貯
蓄
に
よ
っ
て
定
ま
る
、

と
い
ム
こ
と
が
直
ち
に
師
給
さ
れ
る
。

と
れ
に
封
し
て
私
が
提
問
し
た
い
疑
問
は
か
う
で
あ
る
、

l

t資
本
市
場
に
於
け
る
資
金
白
供
給
は
一
際
自
費
的
貯
蓄
に
限
定
さ
れ

景
気
政
策
の
一
問
題
と
の
関
聯
よ
り
見
た
る
シ
ー
ピ
イ
ト
ホ
フ
四
景
担
理
論

I'!ij 

帯
主
観

圭五

iL 

帯
五

t
三
巻

scIlagenlehre，" Schmolle路 Jb，60 Jg. 1:936，8. 427何参照。
前掲拙稿 L資本不足と過剰生産守 p 旬以下。正)



景
気
政
策
白
問
題
と
の
闘
嚇
よ
り
見
た
-G

シ
Z

ピ
イ
ト
ホ
ア
白
景
担
調
理
論

持
五
千
二
巻

四
四

第

競

六
O

る
と
し
て
も
、
そ
の
貯
蓄
は
、
捌
源
的
に
見
れ
ば
、
銀
行
の
添
加
信
用
に
基
く
も
白
が
あ
る
め
で
は
た
い
か
。
そ
の
限
り
に
於
て
銀

行
は
、
立
問
的
に
せ
よ
、
資
本
市
場
へ
白
資
金
白
似
給
を
友
右
し
得
る
の
で
は
た
い
か
、
と
い
ふ
己
と
と
れ
で
あ
る
。
銀
行
に
よ
る

資
金
の
供
給
が
所
得
の
増
加
を
も
た
ら
し
、
そ
白
幾
割
か
Y
貯
蓄
さ
れ
て
長
期
投
資
K
向
け
ら
れ
る
と
と
は
周
知
白
事
責
で
あ
る
。

此
の
限
り
に
於
て
銀
行
は
確
か
w
件
費
本
市
場
に
影
響
し
得
る
。
勿
論
此
の
影
響
が
迂
間
的
に
行
は
れ
る
以

k
、
そ
白
影
響
の
存
度
は

一
般
的
立
言
は
困
難
で
あ
る
。
然
し
信
用
創
造
が
利
潤
を
生
み
易
〈
、
利
潤
が
貯
蓄
さ
れ
易
い
事

(
克
己

貸
を
考
へ
れ
ぽ
、
こ
の
過
程
が
呆
気
循
環
に
劃
し
て
有
す
る
意
義
が
軽
腕
し
難
い
と
と
が
知
ら
れ
る
。

そ
の
時
々
の
状
況
に
左
右
さ
れ
、

さ
て
シ
ユ
ビ
イ
l
ホ
フ
は
、
上
記
白
理
論
的
認
識
に
基
い
て
、
貨
幣
政
策
が
、
旦
一
恥
気
政
策
と
し
て
無
能
力
で
あ
る
と
と
を
主
張
す

る
。
帥
ち
、
景
気
政
策
は
成
程
「
恐
慌
」
(
単
な
る
景
気
の
崩
れ
と
区
別
さ
れ
た
る
意
味
に
於
げ
る
信
用
恐
慌
)

を
岡
越
し
、
無
事
に
好
況
よ

り
不
況
へ
の
神
岡
を
粧
過
せ
し
め
る
手
段
と
し
て
は
有
殺
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
、
(
一
)

中
央
銀
行
が
資
本
市
場
を
左
右
し
得
宇
、

( 

) 

然
も
景
気
循
環
に
と
っ
て
最
も
決
定
的
な
の
一
が
長
期
投
資
の
隆
替
で
あ
る
以
上
、
信
問
統
制
を
通
じ
て
景
気
政
策
を
行
ふ
と

と
は
不
可
能
で
あ
る
。

か
く
て
彼
は
日
ム
n
「
短
期
の
貨
幣
市
場
の
信
用
の
み
で
友
〈
、
総
T

ろ
資
本
市
場
の
長
期
信
用
及
び
そ
の
投
下

が
景
気
循
環
を
決
定
す
る
と
い
ふ
認
識
は
、

景
気
循
環
む
克
服
は
資
本
!
貨
幣
市
場
金
備
を
統
一
的
統
制
と
い
ム
意
味
に
於
て
再

編
制
す
る
こ
と
を
前
提
す
る
と
い
ム
師
結
に
導
〈
い
然
し
乍
ら
そ
れ
は
現
代
経
済
秩
序
の
範
間
内
で
の
一
信
用
政
策
で
は
な
く
、
寧
ろ

新
し
い
経
持
制
度
、
郎
ち
計
華
経
済
乃
至
は
需
要
充
足
経
持
で
あ
る

J
1
n々
は
E
、
花
、
か
む
マ
ク
ミ
ラ
ン
委
員
舎
が
「
一
部
有
力

者
」
言
語

E
E
E
Z
U見
解
と
呼
ん
で
決
定
的
に
創
立
し
た
も
の
i
h

最
も
代
表
的
な
る
主
張
を
見
る
。

明
か
に
此
の
シ
エ
ピ
イ
ト
ホ
フ
の
主
張
は
一
一
つ
の
主
張
よ
り
成
っ
て
ゐ
る
。
第
一
は
、
中
央
銀
行
(
或
は
通
貨
常
局
)
は
資
本
市
場
を

Spieth。町 "Kreditpolitik"，a. a. O. S. 87. 
"Report of the Commitee on Finance and Indu!itry 勺 I931，p. 102 et seq 
糊口義敏氏部書」現刊金融諭i p. T69以下。 かかる見解は恐ιf嘗 て の 英 闘
では掴設であったであらう。然らばそれは如何なる開論家によって代表され
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支
配
し
得
白
と
い
ふ
J
振
で
広
旬
、
第
-
一
は
、
景
気
循
環
白
根
本
際
閃
は
非
貨
幣
的
に
し
て
産
業
側
に
あ
る
と
す
る

E
山
別
で
あ
る
。

と
こ
み
で

k
誌
の
如
く
、
銀
行
は
資
本
市
場
に
潤
し
て
影
響
力
を
有
し
得
る
と
見
る

五
日
々
に
と
っ
て
、
此
白
見
解
が
是
認
し
難
い
と
と
は
明
か
で
あ
る
が
ラ
此
の
鮪
に
う
い
て
最
も
興
味
深
い
の
は
、
こ
れ
と
ヴ
イ
ク
セ

千
五
円
々
に
と
う
て
問
題
な
白
は
前
者
で
あ
る
。

ル
哩
論
と
の
封
丘
、
並
び
に
戦
後
、
別
し
て
世
田
介
恐
慌
後
に
於
け
る
貨
幣
的
景
気
政
策
の
丹
波
展
で
あ
る
。

州
知
の
如
く
、
ヴ
イ
ク
セ
ル
は
巾
央
銀
行
心
割
引
歩
合
操
作
に
よ
っ
て
物
憤
調
節
を
同
ら
ん
と
す
る
が
、
被
は
此
の
揚
合
長
期
利

め

チ
は
十
が
て
知
期
利
子
に
引
摺
ら
れ
て
動
く
も
の
と
考
へ
て
ゐ
る
。
此
白
岡
山
怨
は

K
記
の
シ
ユ
ピ
イ
ト
ホ
フ
の
議
論
に
謝
し
て
正
に

封
瞭
的
で
あ
る
。

マ
ク
ミ
ラ
ン
委
員

曾
は
、
か
く
の
如
昔
シ
ユ
ピ
イ
ト
ホ
フ
的
見
解
に
剥
し
で
、
景
気
政
策
と
し
て
の
公
開
市
場
政
策
の
殺
果
を
力
担
く
主
張
し
た
。
此

此
の
仰
れ
の
見
解
が
一
止
し
い
か
は
最
近
の
貨
幣
政
策
に
よ
っ
て
刷
岐
に
決
定
さ
が
た
。
就
に
燭
れ
た
や
ろ
に
、

む
貨
幣
的
景
気
政
策
は
、
戦
後
の
米
閣
の
聯
邦
準
備
制
度
に
土
つ
で
賓
践
に
移
さ
れ
一
度
山
昇
恐
慌
の
平
安
」
経
験
主
宵
め
た
と
は
云

て
や
が
て
再
禁
止
後
の
英
闘
に
於
て
、
三
フ
白
米
闘
に
於
で
、
又
ナ
チ
ス
治
下
の
獅
逸
に
於
て
景
気
恢
復
に
大
き
在
貢
献
を
友
し

た
こ
と
は
こ
h

に
詳
港
す
る
ま
で
も
友
い
。
我
闘
も
亦
此
の
賦
例
外
を
た
す
も
の
で
は
た
い
。

ヒ
記
の
窓
味
に
於
て
、
貨
幣
的
決
気
政
策
が
可
能
に
し
て
然
も
有
殺
で
あ
る
己
と
は
否
定
し
難
い
。
確
か

ι貨
幣
的
景
気
政
策
の

無
能
主
主
配
抗
す
る
シ
ユ
ピ
イ
ト
ホ
フ
の
見
解
は
決
謬
で
あ
り
、
ヴ
イ
ク
セ
ル
の
荒
想
は
、
完
全
で
は
な
い
に
せ
よ
、
兎
に
角
正
し
か

っ
た
と
云
へ
ょ
う
。
然
し
乍
ら
、
こ
の
と
と
が
決
し
て
貨
幣
的
民
気
理
論
の
勝
利
を
意
味
す
る
も
の
で
な
い
己
と
は
注
意
さ
れ
ね
ば

シ
L

ピ
イ
ト
ホ
フ
が
|
|
此
白
鞘
に
つ
い
て
は
ヴ
イ
ク
セ
ル
も
亦
同
様
で
あ
る
が
非
貨
幣
的
景
気
理
論
の

E
張
背
と

な
ら
山
合

景
気
政
策
的
問
題
と
四
闘
聯
よ
り
見
た
る
シ
ユ
ピ
イ
f
ホ
フ
白
景
担
理
論

第
五
寸
三
智

第

観

六

凶

h 

てゐたか。此白貼専門家白歌示を冊ぎたい。
Wicksell， "Gelduns und Guterpreise“， 1898， S. 83・北野服部邦課 p.133 
曲目貼にワいては、上掲 Repul"t，Chapt. XI， Sect. 5 “The Influence of t he 
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黄
信
刑
政
策
的
一
問
題
と
の
闘
聯
よ
り
且
た
る
シ
ユ
ピ
イ
ト
ホ
フ
の
景
輯
理
論

第
五
十
二
巷

第

量鹿

六

凹

プ、

し
て
最
も
カ
設
せ
ん
と
し
た
こ
と
は
、
景
気
循
環
に
と
っ
て
決
定
的
訟
の
は
企
業
者
の
見
込
利
潤
の
愛
動
で
あ
り
、
長
期
投
資
の
隣

替
で
あ
る
、

と
い
ム
己
と
で
あ
る
。
此
の
主
張
は
依
然
と
し
て
正
し
い
。
貨
幣
的
景
気
政
策
は
た
し
か
に
恢
復
を
助
付
る
、
し
か
し

そ
れ
だ
け
で
は
好
況
を
創
出
す
る
力
を
持
た
な
い
。

此
の
己
と
は
、
世
界
恐
慌
圭
で
の
米
闘
の
聯
邦
準
備
銀
行
心
政
策
の
失
敗
と
世
界
恐
慌
後
白
各
闘
の
政
策
の
成
功
と
を
封
服
し
て

考
へ
れ
ば
、
明
か
で
あ
る
。
貿
易
及
び
混
替
へ
の
干
渉
を
件
ふ
信
用
ア
ウ
タ
ル
キ
ー
、
種
々
の
財
政
金
制
政
策
と
閥
聯
ず
る
投
資
の
一

統
制
、
及
び
充
分
に
計
書
化
さ
れ
た
政
策
の
事
前
的
公
示
、
此
等
の
諸
方
策
の
援
護
の
下
に
、
貨
幣
的
操
作
は
成
功
し
得
た
の
で
あ

る
日
然
し
乍
ら
此
等
の
諸
庭
置
も
、
貨
幣
的
操
作
の
成
功
の
潟
の
必
要
保
件
で
は
あ
っ

τ
も
、
充
分
保
件
で
は
友
い
。
そ
れ
が
成
功

(
主
ニ
)

し
て
景
気
の
土
井
が
起
る
た
め
に
は
、
産
業
側
の
渡
良
が
必
要
で
あ
る
。
こ
む
と
と
も
亦
事
責
の
敦
ふ
る
と
と
ろ
で
あ
る
。
か
〈
て

信
用
統
制
は
確
か
に
景
気
の
恢
復
忙
役
立
つ
と
は
云
へ
、
此
の
功
績
は
モ
れ
の
み
に
蹄
せ
ら
る
べ
き
で
は
た
い
。
そ
れ
は
経
済
の
よ

り
肢
汎
な
る
範
囲
に
亙
る
統
制
の
一
翼
と
し
て
始
め
て
放
果
的
で
あ
り
得
た
の
で
あ
り
、
更
に
此
の
放
山
市
を
決
定
的
な
ら
し
め
た
も

の
は
産
業
側
乃
至
物
財
側
白
致
展
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
此
白
黙
に
闘
す
る
限
り
シ
ユ
ピ
イ
ト
ホ
フ
の
認
識
は
確
か
に

E
し
い
。

〔
註
一
)
既
越
の
如
〈
シ
ユ
ピ
イ
ト
ホ
7

は
貨
幣
市
場
と
資
本
市
場
と
の
匝
別
を
た
だ

F
E
E
E
q
r
g邑
の
み
に
よ
っ
て
決
せ
ん
と
す
る
が
、
此
白

匝
別
に
闘
し
で
は
積
々
の
鼻
諭
が
あ
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此自動についてFriedlichSarrow， "Offenmarktpolitik ZUT Konjunkturagelung. 
Erfahrungen in England， den Vereinigten Staaten. und in Deut!;chland，" 
Neue Reihe st阻 tswissenschaftlicherArbeiten， Heft S. 1937 を見よ。
上記rvSarrowの著書は此白書占に詐 Lぃ。
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